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Green  I s h i kawa  Co ntent sG reen  I s h i kawa  Co ntent sG reen  I s h i kawa  Co ntent s
・令和６年度事業計画のあらまし
・石川県本部  令和６年度事業計画
・令和５年度　冬期園芸大学
・全農 折原会長がＪＡ石川県中央会を訪問
・能登原木しいたけ「のとてまり・のと115」
　～能登の自然が育んだ最高級椎茸～

・新包装肉パックセンター増改装工事地鎮祭
・令和５年度　ＪＡグループ石川 ＴＡＣパワーアップ大会
・ＪＡホーム

・もちつき＆ふるまい鍋実施！ inＡコープとぎ店
・私のおすすめ！エーコープマーク品
・米心石川　美味しさ満開 春のひゃくまん穀おにぎり
・米心石川　いしかわスタイル　

全農いしかわ公式
Facebookページ

全農いしかわの公式Facebookページ
「石川うまれがだいすきさ」

県産農畜産物やＪＡ加工品、イベント
情報などを掲載中！ぜひご覧ください！
ＵＲＬ：www.facebook.com/ishikawaumare.daisukisa.

Green Ishikawa
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３月１６日（土）の
北陸新幹線の

県内全線開業にあわせて、
金沢駅・小松駅・加賀温泉駅にて
エアリーフローラの

フォトスポット設置予定！
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News＆Topics

１．生産コスト低減に資する肥料の取り扱い拡
大、生産性向上に資するデジタル技術の普及、
輸入依存度の高い穀物の生産支援などをすすめ
ます。
２．本会実証農場のノウハウ等を活かした農畜産
物の生産支援、農業経営の安定化に資する畜舎
賃貸事業の拡大、多収品種などの種子確保をは
かります。
３．農畜産物の生産性・品質向上に資する技術・品
種の実証・普及などにより、持続的に農家経営が
できる環境を整えるとともに、国産農産物取扱量
の維持・拡大に向けた広域集出荷施設の整備と効
率的な配送体制の構築に取り組みます。

①生産振興
１．鉄道・船舶の活用や中継物流によるドライバー
の輸送時間短縮、消費地物流拠点の設置による供
給体制強化、パレチゼーションの普及など、消費
地への物流体制・インフラを整備します。

２．本会通販サイトを活用し国産農畜産物の消費拡
大をさらにすすめるとともに、新設したパックご
はん製造施設の本格稼働など、消費者ニーズに合
致した商品を開発し、販売拡大をすすめます。

３．グループ会社等と連携した総合営業体制をさ
らに強化し、国産農畜産物の価値を訴求した商
品の販売を拡大するとともに、生乳等における
需給調整機能の発揮により、生産者所得の安
定・向上をめざします。

②食農バリューチェーンの構築

１．国際情勢の変化に対応した海外原料サプラ
イチェーン強化、中長期の視点に立った最適
な海外事業体制の構築、肥料原料の備蓄体制
の確立により、必要な資材原料を安定的に調
達します。
２．海外実需者ニーズや輸入国の規制などに対応し
た輸出産地づくりを支援し、海外市場も視野に入
れた日本産農畜産物の販売拡大をはかります。

３．輸出拡大に資する国内の集出荷・加工施設の
整備に加え、国が主導する国内育成者権の保
護・活用に向けた協議会と連携したビジネスの
検討など新たな事業機会創出に挑戦します。

③海外事業展開
１．農畜産物直売所を併設した店舗を通じた地産
地消の推進、地域生産振興に繋がるエーコープ
マーク品等の商品開発、ＩＴ技術を活用した地
域ネットワークづくりにより、地域活性化の基
盤を整備します。
２．自家消費型太陽光発電（ＰＰＡ）等による再
生可能エネルギーの普及・拡大、ＪＡ生活店舗
の業態転換の支援強化により、持続可能な地域
社会の実現に向けた取り組みをすすめます。
３．「ＪＡでんき」の取り扱い拡大や蓄電池を活用し
た余剰電力を組合員間で相互融通する仕組みの導入
などを通じて、組合員サービスを充実します。

④地域共生・地域活性化

＜事業戦略＞事業環境に対応した具体策

　今次中期（令和４～６年度）事業計画の仕上げの年で
ある「令和６年度事業計画」においては、自己改革やこ
れまでの取り組みを振り返り、全体戦略の達成に向けた
具体策に取り組みます。また、直近の事業環境の変化を
ふまえた具体策を実践するとともに、今後想定される経
営リスクに対応した事業運営をおこないます。

基本的な考え方

①生産振興
②食農バリューチェーンの構築
③海外事業展開
④地域共生・地域活性化
⑤環境問題など社会的課題への対応
⑥ＪＡグループ・全農グループの最適な事業体制の構築

全 体 戦 略 　①ＪＡと本会が情報を共有し、一体となっ
て生産者にベストな支援をおこなう 

　②マーケットインを起点に、ＪＡグループと
しての食農バリューチェーンを構築する

　③地域のくらしと食に貢献するとともに、
環境に配慮した事業をおこなう

2030年の全農グループのめざす姿

ＪＡ全農　令和６年度事業計画

持続可能な農業と食の提供のために
“なくてはならない全農”で

あり続ける
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New s&Top i c s

１．生産現場の実態にもとづいた“グリーンメ
ニュー”の実践、国内未利用資源からの回収
りん等の活用、地域循環型農業に向けた取
り組み強化により、環境にやさしい農業の
実現をめざします。
２．環境に配慮した農畜産物生産技術の開
発・普及、全農グループ全体の温室効果ガ
ス排出量の計測などにより、脱炭素化に向
けた取り組みをすすめます。
３．Ａコープ店舗等におけるフードロス削
減、農業・食・環境への消費者の理解向上
につながる取り組みの実践により、環境に
配慮した持続可能な社会に貢献します。

⑤環境問題など社会的課題への対応
１．ＪＡと連携した集荷・販売の取り組み強化、広
域拠点整備などの共同事業の拡大、ＤＸ戦略の実
践を通じた事業効率化などにより、ＪＡへの支援
強化をはかります。
２．グループ会社の再編整備や資金調達コスト低
減、情報共有・活用の強化、次期中期計画に向け
た財務指標の検討などにより、全農グループ経営
を充実させます。
３．多様な働き方に対応した人事戦略の策定・実
践、グループ会社等との人事交流を通じた人材育
成により、必要な人材を確保します。人権方針の
策定による多様性の尊重と受容をはかり、内部統
制や自主点検の見直しによるコンプライアンス態
勢の強化によりガバナンスを強化します。

⑥ＪＡグループ・全農グループの最適な事業体制の構築

１．激甚化する自然災害からの復旧支援と災害への準備・対応　　　２．重要家畜疾病対策の強化
災害などの危機管理への対応

情 勢 認 識

のあらまし

１．「食料・農業・農村基本法」の見直し
　激しさを増す原料・食料の調達競争、頻繁に発生する異常気象による農畜産物生産などへの影響に対応する
ため、国は「食料・農業・農村基本法」の見直しをすすめています。
２．依然として不安定な農業生産
　慢性的な労働力不足、依然として高水準の生産コストによる農家経営の圧迫が懸念されているため、労
働力支援や生産コスト低減に向けた取り組みがより一層求められています。
３．農畜産物における物流問題
　2024年４月の改正労働基準法の適用により、農畜産物の運べないリスクや配送コストの上昇が懸念され
ているため、物流の適正化・効率化に向けた取り組みを迅速にすすめる必要があります。
４．生産コストを考慮した価格形成
　国産農畜産物の生産コストを十分考慮した価格形成ができていないため、農畜産物の価値向上や販路拡
大に向けた取り組みが強く求められています。
５．ＪＡを取り巻く環境
　営農・経済事業を担うＪＡ職員の減少により、担い手への支援機能が低下する恐れがあるため、ＪＡ事
業の効率化や、ＪＡ・本会との最適な事業体制の構築に向けた取り組みをすすめる必要があります。
６．ＥＳＧ経営に対する社会的要請
　上場企業は、国によるサステナビリティ情報開示の義務化を受け、環境問題や人権を考慮した経営に取り組
む必要があり、本会を含めた取引先にもＥＳＧ対応を求めています。

中長期の事業計画の体系図

経営理念
めざす姿
全体戦略
事業戦略

長　期（2030年）
中　期（３か年）
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Ⅰ．石川県本部における重点施策

令和６年度は、３か年計画の最終年度として下記の重点施策５項目を確実に実践します。
また、昨今の急速に変化する世界情勢等、それに伴う事業環境の変化等に対し、ＪＡ・農家組合員の負託に応え
るべく、「なくてはならない全農」の実現に向け、大胆かつ積極的・主体的に、持続可能な農業とＪＡグループの
事業拡大に取り組みます。

また、令和６年能登半島地震の被災地における農業の
復旧・復興に向け、全農グループをあげて全力で取り組
んでまいります。

（米穀）
ア．需要に応じた主食用米の計画生産と水田活用
米穀の需要確保
イ．麦・大豆の生産拡大と単収向上
ウ．需要に応じた計画的種子生産と県内種子場産
地の供給力維持

（園芸）
エ．ＪＡグループ石川営農戦略室と連携した園芸
主要品目の生産振興と県ブランド品目の生産拡大
オ．園芸種苗センターにおける優良種苗の安定
生産

（畜産）
カ．本会実験農場の運営による能登牛の生産性向
上の支援強化・担い手育成
キ．関係機関と連携した経営改善支援・担い手育
成による畜産農家の経営基盤強化
ク．能登牛・能登豚の生産拡大に向けた取組検討
（リース式牛舎・能登豚直営農場等）

（営農）
ケ．高温等異常気象に対応するための土づくり
（早期の秋起こし、ＢＢ土づくり資材の施用）
の推進強化
コ．水稲＋麦＋大豆２年３作体系等水田高度利用
の取組に向けた未実施地域におけるモデル実証
の取組推進
サ．｢うまい・きれい石川米づくり＋１運動」の
展開による県産米の収量向上、品質の高位安定
化推進
シ．｢みどりの食料システム戦略」に沿った環境
配慮型農業の取組の普及
（肥料農薬）
ス．被覆肥料における環境対策、環境保全に対応
した農薬への切替、新規技術の開発等による、
持続可能な農業への取組

【生産振興と生産基盤の強化】

石川県本部  令和６年度事業計画

【重点施策５項目】
①　生産振興と生産基盤の強化
②　需要開拓と販売力の強化
③　大規模経営体への総合的対応と事業競争力の強化

④　ＪＡへの支援拡充と最適な事業体制の構築
⑤　新たな事業領域の拡大

（米穀）
ア．県産米の販売推進体制強化・販路拡大
イ．ひゃくまん穀のブランド力の強化と生産拡大
に応じた販路開拓・効果的なＰＲ
ウ．百万石乃白の栽培技術の向上と生産拡大
（園芸）
エ．重点量販店等への企画販売の推進による主要
品目の契約取引や直接販売の拡大

オ．生産拡大と連動した生産振興品目、県ブラン
ド品目の販売強化
（畜産）
カ．能登牛の東京食肉市場実需者開拓のための首
都圏での販促活動
キ．県内外能登牛認定店の拡大
ク．新包装肉パックセンターの稼働および新商品
の開発による販売強化

【需要開拓と販売力の強化】
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（米穀）
ア．ＪＡと実需者を結び付けた事前契約の拡大に
よる県産米の早期販売
イ．大規模経営体等への訪問推進強化による実需
者指定品種等の生産拡大
ウ．米心石川との協調集荷·販売による共販率の
向上
（園芸）
エ．パレット輸送の実施、鉄コンテナ輸送の拡大、
発泡スチロール資材の段ボール化、段ボール資
材のショートフラップ化による流通コストの低
減とSDGsへの取組
（営農）
オ．農業経営コンサルによる大規模経営体への経
営改善支援
カ．ＩＣＴやデータを活用した新技術の実証・栽
培指導・導入支援
（肥料農薬）
キ．ＢＢ肥料の取扱拡大
ク．肥料満車直送の拡大・農薬担い手直送規格充
実・省力材普及によるコスト低減

ケ．農薬の結集銘柄の取組強化による取扱シェア
の維持・拡大
（農機）
コ．共同購入低価格農機導入促進によるコスト
低減
サ．ＴＡＣ等部門間連携による大規模経営体への
推進力強化
（施設）
シ．広域事業体制の整備・検討
（燃料）
ス．マスタープランの実践とＪＡ-ＳＳの運営強
化による取扱シェアの維持拡大
セ．ＬＰガス小売機能強化によるシェアの維持
拡大
ソ．全国域燃料会社との広域事業体制の整備によ
る事業競争力の強化
（自動車）
タ．重点販社銘柄・中古車の取扱シェア拡大
チ．ＪＡと一体となった営農車等拡販施策の強化
ツ．マイカーリース・Web商談・ＳＮＳによる宣
伝などの販売体系の拡大

【大規模経営体への総合的対応と事業競争力の強化】

（米穀）
ア．県本部連合倉庫の増設検討
イ．全農専用貨物列車・統一フレコン・パレット
輸送の拡大等による物流合理化
（園芸）
ウ．ＪＡ域を超えた集出荷販売体制の構築に向け
た施設整備の基本方針の協議
（営農）
エ．ＪＡと一体となった効率的な推進体制の構築
（一斉訪問等、同行推進強化）
（肥料農薬）
オ．資材発注システム普及拡大
カ．広域農家戸配送の拡大
（ＪＡグリーン）
キ．業務改善・業態転換を含めた運営見直しの提案
（農機）
ク．能登北部ＪＡ農機センターの運営強化

ケ．農機事業一体運営の他地区への展開
（建設）
コ．効率的な施設利用に向けた施設建設及び再編
提案等コンサル機能の発揮
（燃料）
サ．小売事業の本会子会社での運営・受入体制の
整備
シ．ＪＡ域を超えた広域灯油配送体制による配送
業務の効率化とコスト削減
（自動車）
ス．自動車販売・整備の拠点・機能集約による事
業体制の最適化
セ．販売・整備一体となった人材育成
（管理）
ソ．ジャコム石川と連携した産直品主体のファー
マーズマーケットの店舗展開および運営力強化
による地産地消の取組強化

【ＪＡへの支援拡充と最適な事業体制の構築】

（米穀）
ア．台湾輸出の拡大、新規輸出国の拡大
（園芸）
イ．輸出への取組強化（台湾新規取組等）
（畜産）
ウ．耕畜連携した堆肥の有効活用、循環型農業へ
の取組

（燃料）
エ．J Aでんきの普及拡大
オ．移動式ＳＳ等の次世代ＳＳの取組についての
取組検討

【新たな事業領域の拡大】
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（米穀）
ア．ＪＡと実需者を結び付けた事前契約の拡大に
よる県産米の早期販売
イ．大規模経営体等への訪問推進強化による実需
者指定品種等の生産拡大
ウ．米心石川との協調集荷·販売による共販率の
向上
（園芸）
エ．パレット輸送の実施、鉄コンテナ輸送の拡大、
発泡スチロール資材の段ボール化、段ボール資
材のショートフラップ化による流通コストの低
減とSDGsへの取組
（営農）
オ．農業経営コンサルによる大規模経営体への経
営改善支援
カ．ＩＣＴやデータを活用した新技術の実証・栽
培指導・導入支援
（肥料農薬）
キ．ＢＢ肥料の取扱拡大
ク．肥料満車直送の拡大・農薬担い手直送規格充
実・省力材普及によるコスト低減

ケ．農薬の結集銘柄の取組強化による取扱シェア
の維持・拡大
（農機）
コ．共同購入低価格農機導入促進によるコスト
低減
サ．ＴＡＣ等部門間連携による大規模経営体への
推進力強化
（施設）
シ．広域事業体制の整備・検討
（燃料）
ス．マスタープランの実践とＪＡ-ＳＳの運営強
化による取扱シェアの維持拡大
セ．ＬＰガス小売機能強化によるシェアの維持
拡大
ソ．全国域燃料会社との広域事業体制の整備によ
る事業競争力の強化
（自動車）
タ．重点販社銘柄・中古車の取扱シェア拡大
チ．ＪＡと一体となった営農車等拡販施策の強化
ツ．マイカーリース・Web商談・ＳＮＳによる宣
伝などの販売体系の拡大

【大規模経営体への総合的対応と事業競争力の強化】

（米穀）
ア．県本部連合倉庫の増設検討
イ．全農専用貨物列車・統一フレコン・パレット
輸送の拡大等による物流合理化
（園芸）
ウ．ＪＡ域を超えた集出荷販売体制の構築に向け
た施設整備の基本方針の協議
（営農）
エ．ＪＡと一体となった効率的な推進体制の構築
（一斉訪問等、同行推進強化）
（肥料農薬）
オ．資材発注システム普及拡大
カ．広域農家戸配送の拡大
（ＪＡグリーン）
キ．業務改善・業態転換を含めた運営見直しの提案
（農機）
ク．能登北部ＪＡ農機センターの運営強化

ケ．農機事業一体運営の他地区への展開
（建設）
コ．効率的な施設利用に向けた施設建設及び再編
提案等コンサル機能の発揮
（燃料）
サ．小売事業の本会子会社での運営・受入体制の
整備
シ．ＪＡ域を超えた広域灯油配送体制による配送
業務の効率化とコスト削減
（自動車）
ス．自動車販売・整備の拠点・機能集約による事
業体制の最適化
セ．販売・整備一体となった人材育成
（管理）
ソ．ジャコム石川と連携した産直品主体のファー
マーズマーケットの店舗展開および運営力強化
による地産地消の取組強化

【ＪＡへの支援拡充と最適な事業体制の構築】

（米穀）
ア．台湾輸出の拡大、新規輸出国の拡大
（園芸）
イ．輸出への取組強化（台湾新規取組等）
（畜産）
ウ．耕畜連携した堆肥の有効活用、循環型農業へ
の取組

（燃料）
エ．J Aでんきの普及拡大
オ．移動式ＳＳ等の次世代ＳＳの取組についての
取組検討

【新たな事業領域の拡大】
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Ⅱ．石川県本部における事業別実施具体策

【生産振興と販売力強化】
①生産振興品目
②ブランド品目
③主要品目の販売強化
④輸出の拡大

【集出荷体制の整備と出荷資材コストの低減】
⑤パレット輸送システム
⑥発砲スチロール資材の段ボール化（ブロッコリー）
⑦段ボールのショートフラップ化
【需要に応じた種苗生産】
⑧いちご・かんしょ苗の自家生産・供給拡大
⑨主要品目のポット苗生産拡大

園 芸 事 業

米 穀 事 業
【販売力の強化】
①ひゃくまん穀の生産・販路拡大
②百万石乃白の生産・販路拡大
③米輸出の拡大
【需要に応じた計画生産と共販集荷体制の強化】
④主食用米の計画生産
⑤水田活用米穀の需要確保と一体的取組
⑥酒造好適米の生産拡大
⑦麦・大豆生産拡大
⑧種子の県内種子供給力維持
⑨米心石川との協調集荷・販売

【輸送等の合理化と産地インフラの整備】
⑩全農専用列車によるコンテナ輸送
⑪パレット輸送の取組拡大
⑫全農統一フレコンの取組拡大
【大規模経営体への対応強化】
⑬実需者指定品種による契約栽培の拡大
⑭ＪＡ集荷率の向上
【農産物検査業務の合理化】
⑮米穀荷受検査システムの推進
⑯機械鑑定による検査の実施

【生産基盤の維持・拡大】
①能登牛の生産拡大
②能登牛東京食肉市場出荷
③能登牛直営農場の増設協議
④能登豚の生産拡大
⑤能登豚直営農場設置協議
⑥担い手育成

⑦経営改善支援
⑧耕畜連携による堆肥の有効活用
【食肉事業の販売力強化】
⑨外食向け等、用途に応じた部分肉商品の開発強化
による能登牛の取扱拡大
⑩新包装肉パックセンターの稼働
⑪新包装形態（ガス置換包装）の商品開発

畜 産 事 業

営 農 対 策
【生産振興と生産基盤の強化】
①水田高度利用（２年３作等）の取組拡大
②「うまきれ＋１運動」を軸とした県産米の品質・
収量向上にむけた取組
③「みどりの食料システム戦略」実施に向けた計画
作成と実証

【大規模経営体への総合的対応】
④担い手経営改善支援
⑤スマート農業技術の活用
⑥ＪＡ事業への支援拡充

【ＪＡと一体になった肥料農薬推進・営農支援体制の構築】
⑦大規模経営体に対する総合的な推進活動の実施

【ＢＢ肥料等のシェア拡大とコスト低減】
①ＢＢ肥料の拡大
②コスト低減
【環境対策への取組】
③被覆肥料の代替肥料
④環境対策農薬への切替

【ＪＡ事業への支援充実・最適な事業体制の構築】
⑤資材発注システムの導入
⑥広域農家戸配送の拡大
⑦ＪＡ産直資材店舗の運営・ 業務改善支援
⑧Ａコープ店舗との連携や県内外の産直品による品
揃えの充実
⑨ＪＡグリーン認知度向上対策

肥料・農薬事業
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燃 料 事 業
【マスタープランの実践とＪＡ－ＳＳ運営力強化】
①チェーン会を軸としたキャンペーン等
②販売力強化に向けたリニューアル促進
【ＬＰガス販売販売力強化と保安の高度化】
③燃料転換等ＬＰガス販売力の強化
④本会巡回による保安指導

【ＪＡ燃料事業の基盤強化】
⑤ＪＡ小売事業の委託・譲受等に向けた県域子会社の
体制整備
⑥物流体制の合理化
【新たな事業の創出】
⑦次世代ＳＳの研究
⑧ＪＡでんきの普及拡大

自 動 車 事 業
【販売・整備拠点等の体制整備】
①安定運営に向けた支援
【効果的な販売施策によるシェア拡大】
②買取未使用車の品ぞろえ充実
③重点販社銘柄の取扱シェア拡大

【新たな販売形態の普及拡大】
④ネット・ＳＮＳを活用した宣伝対策強化
⑤webを活用した商談・推進の体制強化

管 理 部 門
【県本部全体戦略実現に向けたサポート機能の強化】
①部門別ＪＡ支援策推進フォロー
②ＩＴの効果的活用
【ファーマーズマーケットの店舗展開と運営力強化】
③ファーマーズマーケットの店舗展開支援
④ファーマーズマーケットを拠点とした「地産地消」
推進強化

【県産農畜産物の消費拡大のための総合プロデュース】
⑤マスメディアによる情報発信
⑥ＳＮＳを利用したキャンペーン
⑦県内外イベントでの販促
⑧ＪＡタウンの販売強化
⑨直営店の運営強化による県産農畜産物のＰＲ・消費
拡大

【コンプライアンス・リスク管理の徹底】
⑩継続的な研修の実施
⑪拠点巡回による食品表示・労働災害等重要リスクへ
の管理強化

【事業運営体制の強化】
⑫事業体制・職場管理体制の強化
⑬戦略的な人材育成プログラムの実践
⑭適正な労務管理の徹底

【ＪＡの農機事業への支援強化】
①能登北部一体運営の強化
②他地区での一体運営の展開
③講習会の開催
【低価格農機の導入促進】
④共同購入機（コンバイン）の推進強化
⑤中古農機の取扱強化
⑥中古市の開催
⑦担い手応援商材の提案

【部門間連携による大規模経営体への推進】
⑧大規模経営体への訪問
⑨県本部ＴＡＣとのペア推進
⑩園芸関連機械の取扱強化
【デジタル技術の情報収取と共有】
⑪メーカー営農支援システム・圃場管理システム等
の情報収集

農 機 事 業

【ＪＡ事業への支援拡充】
①広域集出荷拠点の新設・再編に向けたコンサルの
機能発揮
②既存共同利用施設の広域利用に向けた中長期ビ
ジョンの作成

③共乾施設の機能保持に向けた取組
④ＪＡ施設の中長期的補修計画の提案推進
⑤施設建設における高機能化提案

建 設 事 業
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園芸課 令和５年度　冬期園芸大学

２月５日（月）、野菜園芸の振興を図るため、令和６年度冬期園芸大学（石川県野菜園芸協会、本会主催）を開
催し、県内各地から生産者やＪＡ職員など約60名が参加しました。
開催にあたり石川県野菜園芸協会 西沢会長より能登半島地震でＪＡグループ石川としても復興復旧に向け取り

組んでいく旨をお話された後「今回の研修で学んだことを今年の生産・販売の戦略に活かしていただきたい」と
ご挨拶いただきました。
研修会は毎年農閑期に開催しており、今回は株式会社ウフフ代表取締役社長 志賀嘉子氏より｢規格外野菜の
有効活用について｣、ＪＡ全農青果センター株式会社代表取締役社長 小野俊明氏より「青果物流通の現状と今
後の展開について」と題し、講演いただきました。参加者から「規格外の野菜の流通はどのように行われてい
るのか」「生産コストが高くなる中、なかなか販売価格へ反映できていない。」など活発に質問や意見が上がり
ました。
参加者の皆様には、今回の講演を本県野菜園芸の振興に活かされることを期待しています。

全農 折原会長がＪＡ石川県中央会を訪問

２月７日（水）に全農の折原敬一経営管理委員会会長がＪＡ石川県中央会を訪問しました。西沢耕一会長との面
会し、能登半島地震の被災地での支援活動や復旧状況について、詳細に説明を受けました。
震災直後は組合員や職員の安否確認にも
時間がかかったこと、ライフライン確保の
ため被災した職員もＪＡ-ＳＳに出勤して業
務を行ったことなどの説明があり、今後も
現場からの要望を最優先に対応を行ってい
くことが伝えられました。
折原会長より復旧・復興に向け全農グ
ループ一丸となって全力で支援していく旨
が伝えられました。
全農は引き続き、被災者の皆さまに寄り
添い、復旧・復興に向けた支援を行ってい
きます。

株式会社ウフフ代表取締役社長　志賀嘉子氏 ＪＡ全農青果センター株式会社代表取締役社長　小野俊明氏
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園芸課 能登原木しいたけ「のとてまり・のと115」
～能登の自然が育んだ最高級椎茸～

　県立穴水高校の生徒が栽培した能登原木しいたけ「のとてま
り」が、令和６年２月17日（土）、金沢市中央卸売市場でせりに
かけられ、１箱８玉入が11万の高値が付けられ、市場に来てい
た生徒たちを喜ばせました。
　穴水高校では、「のとてまり委員」の生徒が主体となって原木
しいたけの栽培に取り組んでおり、今年で12年目となります。
競りの前に生徒代表２名が挨拶を行い「１月１日の能登半島地
震によって、奥能登は甚大な被害を受けました。そのような状
況の中でも地域の方々や多くの農家や漁業関係者、畜産農家の
方々が被災しながらも能登の農業、漁業、畜産業を途絶えさせてはいけないと再建の道を選び前向きに仕事に励
む姿を新聞やテレビで知りました。自分たちが地域再建のためにできることは世話をした椎茸で能登ブランドが
息絶えてない事をＰＲすることだと思いました。震災にみまわれ、十分な水も確保できない中で、一生懸命育て
た椎茸を地域の代表として紹介いたします。がんばろう能登！」と力強い言葉をいただきました。

のと115・のとてまり
Faccebookアカウントも
よろしくおねがいします！

穴水高校「のとてまり」初せり 金沢市中央卸売市場

　３月９日（土）、近江町いちば館広場にて、奥能登原木しいたけ
活性化協議会主催の奥能登原木しいたけ「のとてまり・のと
115」フェアが開催されました。奥能登で育った椎茸、乾し椎
茸などの販売が行われ、うまみがたっぷりとつまった椎茸が
入ったきのこ汁も振舞われ、多くの人で賑わいました。

頑張ろう能登半島！奥能登原木しいたけ
「のとてまり・のと１１５」フェア開催

近江町いちば館
広場

総務課 新包装肉パックセンター増改装工事地鎮祭

新包装肉パックセンター増改装工事に伴い、２月29日（木）に地鎮祭
が行われました。
現在の包装肉事業拠点は株式会社マルエーの受託製造、株式会社
ジャコム石川、県本部直営の３つの事業機能に分かれており、別々の
エリアにてそれぞれの商品製造や出荷を行っていますが、今回の工事
により、現在の３つの事業機能を集約した県本部が運営する牛・豚・
鶏包装肉の製造を受託する包装肉アウトパック施設となり、令和７年
３月の完成を予定しています。
完成後は工場運営の一体化による生産性向上と製造能力の増強、衛
生レベルの向上を実現し、包装肉を主体とした食肉販売事業の機能強
化、維持拡大を図っていきます。
今後、県本部施設から北陸エリアの事業拠点とした事業展開を目指
していくとともに、能登牛、能登豚の包装肉の取扱い拡大を図り、県
内畜産農家の負託に応えるべく生産基盤の維持・拡大に寄与できるよ
う、鋭意取り組んでまいります。

鎌入れの儀（西沢会長）
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園芸課 令和５年度　冬期園芸大学

２月５日（月）、野菜園芸の振興を図るため、令和６年度冬期園芸大学（石川県野菜園芸協会、本会主催）を開
催し、県内各地から生産者やＪＡ職員など約60名が参加しました。
開催にあたり石川県野菜園芸協会 西沢会長より能登半島地震でＪＡグループ石川としても復興復旧に向け取り
組んでいく旨をお話された後「今回の研修で学んだことを今年の生産・販売の戦略に活かしていただきたい」と
ご挨拶いただきました。
研修会は毎年農閑期に開催しており、今回は株式会社ウフフ代表取締役社長 志賀嘉子氏より｢規格外野菜の
有効活用について｣、ＪＡ全農青果センター株式会社代表取締役社長 小野俊明氏より「青果物流通の現状と今
後の展開について」と題し、講演いただきました。参加者から「規格外の野菜の流通はどのように行われてい
るのか」「生産コストが高くなる中、なかなか販売価格へ反映できていない。」など活発に質問や意見が上がり
ました。
参加者の皆様には、今回の講演を本県野菜園芸の振興に活かされることを期待しています。

全農 折原会長がＪＡ石川県中央会を訪問

２月７日（水）に全農の折原敬一経営管理委員会会長がＪＡ石川県中央会を訪問しました。西沢耕一会長との面
会し、能登半島地震の被災地での支援活動や復旧状況について、詳細に説明を受けました。
震災直後は組合員や職員の安否確認にも
時間がかかったこと、ライフライン確保の
ため被災した職員もＪＡ-ＳＳに出勤して業
務を行ったことなどの説明があり、今後も
現場からの要望を最優先に対応を行ってい
くことが伝えられました。
折原会長より復旧・復興に向け全農グ
ループ一丸となって全力で支援していく旨
が伝えられました。
全農は引き続き、被災者の皆さまに寄り
添い、復旧・復興に向けた支援を行ってい
きます。

株式会社ウフフ代表取締役社長　志賀嘉子氏 ＪＡ全農青果センター株式会社代表取締役社長　小野俊明氏
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園芸課 能登原木しいたけ「のとてまり・のと115」
～能登の自然が育んだ最高級椎茸～

　県立穴水高校の生徒が栽培した能登原木しいたけ「のとてま
り」が、令和６年２月17日（土）、金沢市中央卸売市場でせりに
かけられ、１箱８玉入が11万の高値が付けられ、市場に来てい
た生徒たちを喜ばせました。
　穴水高校では、「のとてまり委員」の生徒が主体となって原木
しいたけの栽培に取り組んでおり、今年で12年目となります。
競りの前に生徒代表２名が挨拶を行い「１月１日の能登半島地
震によって、奥能登は甚大な被害を受けました。そのような状
況の中でも地域の方々や多くの農家や漁業関係者、畜産農家の
方々が被災しながらも能登の農業、漁業、畜産業を途絶えさせてはいけないと再建の道を選び前向きに仕事に励
む姿を新聞やテレビで知りました。自分たちが地域再建のためにできることは世話をした椎茸で能登ブランドが
息絶えてない事をＰＲすることだと思いました。震災にみまわれ、十分な水も確保できない中で、一生懸命育て
た椎茸を地域の代表として紹介いたします。がんばろう能登！」と力強い言葉をいただきました。

のと115・のとてまり
Faccebookアカウントも
よろしくおねがいします！

穴水高校「のとてまり」初せり 金沢市中央卸売市場

　３月９日（土）、近江町いちば館広場にて、奥能登原木しいたけ
活性化協議会主催の奥能登原木しいたけ「のとてまり・のと
115」フェアが開催されました。奥能登で育った椎茸、乾し椎
茸などの販売が行われ、うまみがたっぷりとつまった椎茸が
入ったきのこ汁も振舞われ、多くの人で賑わいました。

頑張ろう能登半島！奥能登原木しいたけ
「のとてまり・のと１１５」フェア開催

近江町いちば館
広場

総務課 新包装肉パックセンター増改装工事地鎮祭

新包装肉パックセンター増改装工事に伴い、２月29日（木）に地鎮祭
が行われました。
現在の包装肉事業拠点は株式会社マルエーの受託製造、株式会社
ジャコム石川、県本部直営の３つの事業機能に分かれており、別々の
エリアにてそれぞれの商品製造や出荷を行っていますが、今回の工事
により、現在の３つの事業機能を集約した県本部が運営する牛・豚・
鶏包装肉の製造を受託する包装肉アウトパック施設となり、令和７年
３月の完成を予定しています。
完成後は工場運営の一体化による生産性向上と製造能力の増強、衛
生レベルの向上を実現し、包装肉を主体とした食肉販売事業の機能強
化、維持拡大を図っていきます。
今後、県本部施設から北陸エリアの事業拠点とした事業展開を目指
していくとともに、能登牛、能登豚の包装肉の取扱い拡大を図り、県
内畜産農家の負託に応えるべく生産基盤の維持・拡大に寄与できるよ
う、鋭意取り組んでまいります。

鎌入れの儀（西沢会長）
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令和５年度　ＪＡグループ石川
ＴＡＣパワーアップ大会

ＴＡＣ営農推進課
ＪＡグループ石川
営農戦略室

２月26日（月）、石川県農業会館６階 大会議室において「ＪＡグループ石川
ＴＡＣパワーアップ大会」を開催しました。本大会は、県内における優秀ＴＡＣ
への表彰や先進取り組み事例の共有化などを行い、県内のＴＡＣ活動のレベル
アップとスキル向上を目的に開催しております。
優秀ＴＡＣ賞では、地域を代表する農業集団の実現に向けて取り組んだ上田啓
太さん（ＪＡ能美）、水稲育苗ビニールハウスの有効活用・新規取り組みを実施
した尾崎哲也さん（ＪＡ金沢市）、大崎園芸生産組合の産地維持・承継に向けて
取り組んだ高森静香さん（ＪＡ石川かほく）が表彰されました。合わせて優秀新
人ＴＡＣ賞１名、レジェンドＴＡＣ賞１名、昨年の全国ＴＡＣパワーアップ大会
でＴＡＣ特別賞を受賞された２ＪＡ・２名とＪＡ特別賞を受賞されたＪＡ金沢市を特別表彰として表彰しました。
令和５年度、ファームサイド㈱の佐川さんとＪＡのＴＡＣ管理者を中心に「ＴＡＣ活動改善プロジェクト」を進め

てきましたが、取組を通しての成果や、若手ＴＡＣへのアドバイスなどをトークセッション形式にて共有しました。
最後に西出さんより、担い手との信頼関係強化・ＴＡＣ活動の実践について、大会決議をしていただきました。
農家組合員への有益な情報提供や営農指導を通じて、「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」へ取り組む

ＴＡＣ活動を今後も強化していきます。

TAC活動改善プロジェクト取組報告
（話題提供・トークセッション）

受賞者

優秀ＴＡＣ賞
上田　啓太 氏（ＪＡ能美）
尾崎　哲也 氏（ＪＡ金沢市）
高森　静香 氏（ＪＡ石川かほく）

レジェンドＴＡＣ賞
中田　昌孝 氏（ＪＡ松任）

特別表彰
ＪＡ金沢市
櫻井　和幸 氏（ＪＡ石川かほく）
西田　誠也 氏（ＪＡ能美）

優秀新人ＴＡＣ表彰
西出　圭吾 氏（ＪＡ金沢市）

受賞者・ＪＡ
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こんにちは！ジャコム石川です。
いつもＡコープや共同購入をご利用いただきあり
がとうございます。たくさんの「エーコープマー
ク品」からおすすめ品をご紹介していきますので
チェックしてみてくださいね。

ＪＡグループのプライベートブランド商品です。国産農畜産物を
優先的に利用し、国内製造・国内加工、環境へも配慮し、食品
添加物の摂取低減を基本とした安全・安心な商品です。

今回は共同購入のエーコープマーク
品レシピにご応募いただきました
純玄米黒酢をご紹介します。
「エーコープ　純玄米黒酢」は国産
有機玄米を原料に醸造、１年の長期
熟成により、まろやかな酸味の旨み
を感じる黒酢です。
料理はもちろん、牛乳や水で割って
お飲みいただけます。

純玄米黒酢の牛乳割り
純玄米黒酢30mlと牛乳200mlを混ぜて出来上がり。

ＪＡ根上 女性部　 松井 美鈴 様

私は主人と二人で、令和２年３月から純玄米黒酢の牛乳割り
を毎朝の日課にして飲んでいます。
素晴らしいことに二人とも高めだった血圧が安定し健康的で
元気な生活を送っております。個人差はあると思いますが皆
さんにお知らせしたくて応募しました。

毎朝採れたて野菜のサンドウィッチと
　　　　　一緒に純玄米黒酢の牛乳割りを飲んでいます。

「エーコープマーク品」ってなに？

エーコープマーク品

Aコープ

３月９日（土）、Ａコープとぎ店において被災した地域の人
たちを元気づけようと、「がんばろう能登　とぎを元気に！」
と題して、もちつき大会、ふるまい鍋を開催しました。
もちつき大会は株式会社六星にもご協力していただき、お
客様に「よいしょ」の声を掛けながら元気よく楽しそうに餅

をついていただきました。
つきあがったお餅はきな
粉もちで配りました。ふ
るまい鍋については野菜
のたっぷり入った豚汁に
して、それぞれ約300名
のお客様にふるまわれま
した。
Ａコープとぎ店の新田
店長は「もちつき、ふるまい鍋を通して少しでも元気な気持
ちになれば」と話していました。
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３月１６日（土）の
北陸新幹線の

県内全線開業にあわせて、
金沢駅・小松駅・加賀温泉駅にて
エアリーフローラの

フォトスポット設置予定！


